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ま え が き

近年各部門において， 設備の集中監視制御が進

むにつれて， その監視制御のための情報伝送を行

なうCDT·TCなどのデーク伝送装置が増加し

ている。 また， その伝送速度も従来のデー タ伝送

装置が50b/ s,_,200b / sと低速であったのに比較す

ると， 600b/s,,...., 1, 200b/s と高速化してきた。 と

ころで， このような集中監視制御ジステムでは，

デー ク伝送装置の故障は， ただちに電気所などの

監視制御の不能につながる。 したがって， 故障発

牛時には故障原因を的確に把握し， 迅速に復旧し

なければならない。

しかし， デー タ伝送装置の故障が発生しても，

従来その故障現象の記録設備がないために故障原

因の解明が非常に困難であった。 そこで， 今回デ
ー ク伝送装置の故障時の状態を詳細に記録し， 故

障原因の解析に役立つデー ク伝送監視装置を開発

したので， ここに紹介する。

2 装置の概要

(1) 装置の機能
本装置はCDT·TCなどのデー タ伝送装置の

送信側 ・ 受信側の各部を常時監視し， 異常時にそ

の監視内容を記憶するとともに， 有人個所へ記憶

内容を伝送し， プリント出力するものである。

(2) 装置の構成と特徴

装置の構成は第1図のとおりであり， その特徴
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第1図 データ伝送監視装置の構成

は次のような点である。
①マイクロコンピュ ー クを使用しており， 小型

軽量で信頼性が高い。

®無人個所から有人個所へ情報を自動的に伝送
することができる。

⑥伝送速度1, 200b/s までのデー ク 伝送装置の

監視に適用でぎる。

④被監視装置との入カインクー フェイスはフォ

トカプラで絶縁されているため， サ ー ジなど

の影響を受けない。 また， 被監視装置に本装

置からの電気的影響を与えることがない。

®多重故障も監視することができる。

3 フィ ールドテスト

実用化に際し， 装置の信頼性の十分な検証が必

要なため， 本装置を名北 電力所管内の名北（制），

千秋（変） に設置し（写真1)， その間のT Cのデ

ーク監視を行っている。 このフィ ー ルドテストは

昭和54年7月から開始し， 55年10月まで実施する

予定である。

4 あ と が き

本デーク伝送監視装置は， 高速化複雑化してく

るテ
ニ

ー タ伝送装置の保守の効率化に寄与するもの

と期待する。 また， 本装置はデー タ伝送装置以外

のデジタル機器の監視にも応用できる汎用性があ

るため， 今後さらに研究・開発を進めていきたい
と考えている。 （電気第一研究室）

写真1 データ伝送監視装置の外観
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